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皮膚臨床 61（6）；915-922, 2019. 
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2) 片岡悠紀子、浅井 純、加藤則人. 外傷を契機に発症した結節性黄色腫. 皮

膚病診療 41（4）；341-344, 2019. 

3) 北村佳美、大狩慶治、田浦麻衣子、金久史尚、浅井 純、竹中秀也、加藤則

人. 偽上皮腫過形成を伴い有棘細胞癌と鑑別を要した悪性黒色腫の 1 例. 

Skin Cancer34（2）；149-154, 2019. 

4) 小橋陽加、金久史尚、浅井 純、沢田広子、田浦麻衣子、竹中秀也、加藤則

人. 顆粒球除去療法が奏功した潰瘍性大腸炎合併壊疽性膿皮症の 1 例. 臨

皮 73（2）；179-184, 2019. 

5) 荒田健太、峠岡理沙、井岡奈津江、益田浩司、加藤則人. 抗α-Gal 抗体陽
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8) 小森敏史（チューター）. 実践！ダーモスコピー道場. 第 118 回日本皮膚

科学会総会. 2019 年 6 月 6-9 日；名古屋. 
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2) 加藤則人. アトピー性皮膚炎の最新の治療. 第 35 回日本臨床皮膚科医会・

臨床学術大会. 2019 年 4 月 20-21 日；松山. 

3) Masuda K.  Atopic dermatitis; its treatment goal and disease burden.  

第 118 回日本皮膚科学会総会. 2019 年 6 月 6-9 日；名古屋. 

4) 益田浩司. 見逃してはいけない薬剤性の皮膚免疫疾患. 第 68 回日本アレ

ルギー学会学術大会. 2019 年 6 月 14-16 日；東京. 

5) 峠岡理沙. 身の回りに潜む食物アレルゲンの経皮感作. 第 68 回日本アレ



ルギー学会学術大会. 2019 年 6 月 14-16 日；東京. 

6) 和田 誠. 若年性乾癬性関節炎. 第 34回日本乾癬学会学術大会. 2019年

8 月 30-31 日；京都. 

7) 浅井 純. D2-40 染色からみえてきたこと―皮膚癌浸潤のメカニズムに迫

る―. 第 71 回日本皮膚科学会西部支部学術大会. 2019 年 9 月 7-8 日；高

知. 

8) 加藤則人. 成人アトピー性皮膚炎の治療. 第 83 回日本皮膚科学会東京・

東部支部合同学術大会. 2019 年 11 月 16-17 日；東京. 

9) 金子 栄、澄川靖之、中原剛士、益田浩司、福永 淳. アレルギー皮膚疾患

治療満足度の実態調査. 第 49 回日本皮膚免疫アレルギー学会総会学術大

会. 2019 年 11 月 29-12 月 1 日；横浜. 

 

Ⅲ）国際学会における一般発表 

1) Tsutsumi M, Asai J, Katoh N.  The role of PDPN/CLEC-2 signaling in 

cutaneous allergic hypersensitivity.  The 44th Annual Meeting of the 

Japanese Society for Investigative Dermatology.  2019 Nov 8-10; Aomori, 

Japan. 

 

（E）研究助成（競争的研究助成金） 

  総額 899 万円 

 

公的助成 

 代表（総額）・小計 559 万円 

1 文部科学省科学研究費補助金基盤研究（C）  平成 30～令和 2 年度 

Siglecs 由来シグナルによるアレルギー性皮膚疾患の治療法の開発 助成金

額 110 万円 

2 文部科学省科学研究費補助金基盤研究（C）  平成 30～令和 2 年度 

アレルギー性皮膚疾患における転写因子 IRF3 を介する自然免疫シグナルの

役割の解明 助成金額 110 万円 

3 文部科学省科学研究費補助金基盤研究（C）  令和元～3 年度 

乳房外パジェット病の病態解明および新規治療法の開発 助成金額 120万

円 

4 厚生労働省科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業 令和 2 年度 

アレルギー疾患の患者および養育者の就労・就学支援を推進するための研究 

助成金額 219 万円 

 



分担・小計 40 万円 

1 厚生労働省科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業 令和 2 年度 

アレルギー疾患の患者および養育者の就労・就学支援を推進するための研究 

助成金額 20 万円 

2 厚生労働省科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業 令和 2 年度 

アレルギー疾患の患者および養育者の就労・就学支援を推進するための研究 

助成金額 20 万円 

 

 

財団等からの助成 

代表（総額）・小計 300 万円 

1 公益財団法人マルホ・高木皮膚科学振興財団  令和元～令和 2 年度 

がんオルガノイドを用いた皮膚悪性腫瘍細胞株の樹立と新規治療法の開発 

250 万円 

2 一般財団法人リディアオリリー記念ピアス皮膚科学振興財団  令和元年

度 

乳房外パジェット病の病態解明および新規治療法の開発  50万円 

 

 


